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御船町キツズドリーム運動公園プロジェクト 第 1回ワークシヨツプ

キッズドリーム運動公園プロジェクト

第 1回ワークシヨップ

令和 7年 10月
御船町
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歌l プロジェクト概要説明【15分】
1 プロジェクトの考え方
2 これまでの取組【～R6】
3 施設整備の基本的な考え方
4 導入施設機能
5 既存施設の見直しの考え方
6 既存施設の二…ズ
7 既存施設の方向性
※ 質疑【5分】

ワークショップ説明【5分】
1 目的・ゴール
2 ワークショップの進め方
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l プロジェクト概要説明

1 プロジエクトの考え方
町では、熊本地震からの創造的復興の象徴として、第 6期御船町総合
計画に、子どもたちが夢を描二、町民が未来に向かって「わくわく」するような
次世代型総合運動公園宣量歴■」生互主ヨ_―ム運動全_回プロジェクト

■6田御船町総合:十薔
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【まちの将来像】
みんながわくわくする1御1船町

【10の重要政策】
キッズドリーム運動公園プロジェクト

※詳細は御船
町ホームページ
に掲載↓
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(以下「プロジェクト」)」を掲げています。
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2 これまでの取組【～R6】
プロジェクトを推進するため、これまでに次の取組を行っています。

H28年度 (2016) 御船町震災復興計画に

R2年度 (2020) 第 6期御船町総合計画に

R4年度 (2022) 基本構想策定

R5年度 (2023) プロジェクト

R6年度 (2024) 二―ズ調査を参考に
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3 施設整備の基本的な考え方
(1)施設整備のコンセプト

(2)コンセプトに沿った事業領域の方向性

○ 子ども世代、親・働き世代、シエア世代の全ての世代が学び、
楽しみ、落ち着ける居場所を整備します。

′
０

事業領域 方向性

スポーツ環境
○ 多種多様なスポーツ、運動機会、学習に取組めるプロジエク
トの核となる環境を整備します。

健康増進
O 子どもの頃からこころとからだを育み、生涯にわたる健康増進
を図ります。

子育て支援
○ 子どもたちの居場所づくりと子育て世代の応援を行います。
(負担軽減、より良い子育て環境の提供、子育て相談の充実)

複合機能

「いつでも だれでも 集まれる みんなの居場所」
多種多様なスポーツ、運動機会、学習環境を官民連携により整備して、子
どもたちのこころとからだを育みながら生涯にわたる夢を応援でき、新たな町のシ
ンボルとなる「みんなの居場所」を創出するプロジェクト



4 導入施設機能
町民アンケートや関係団体からの意見を参考に、全天候型スポーツ施設 (公
園・広場を含む)、 屋内複合施設を新たな施設整備として導入する計画です。
また、既存施設 (スポーツセンター、町民グラウンド、カルチャーセンター等)の
見直しも行い、通年快適化を図りながら、機能が分散している施設でネットワーク
型の事業展開を図ります。

既存施設 (スポーツセンター、町民グラウンド)
にない機能を持たせつつ、天候によつて既存施設で
は取組めないスポーツ種目の環境を整備します。

子どもたちが自由に伸び伸びと遊べて、学習がで

きる居場所づくりと、子育て世代を応援できる環境
を整備します。

既存施設 (スポ…ツセンター、町民グラウンド、カ

ルチヤーセンター)の見直しを行うことで、利用しや
すい環境の向上を図ります。
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全天候型スポーツ施設

既存施設の見直し
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全天候型スポーツ施設 (公園/広場を含む)

●多種ロコート ●体操場 ●遊具公園

●ア…バンスポーツコート ●室内陸上競技場 ●多目的広場

機能
● 多種ロコート (テニス、フットサル、野球。ソフトボール練習、グラウンドゴルフ)
● アーバンスポーツコート ● 体操場 ● 室内陸上競技場 (100m× 6レーン等)
● その他 (シミュレーシヨンゴルフ、ダンス、ジム、スカッシュ等)
● ウオーキング/ランニング ● 遊具公園/多目的広場
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屋内複合施設

●図書館・学習室

●室内遊具施設

●商業テナント (飲食等)

●フリースペース

機能

● 図書館。学習室

● 町美術品の展示
● 習い事教室
● 室内遊具広場
● 商業テナント(飲食等)
● フリースペース

● 調理室
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●
5 既存施設の見直しの考え方

(1)既存施設の見直しの必要性

既存施設 (スポーツセンター、町民グラウンド、カルチヤーセンター)は、建築

から30年以上経過している施設もあることから、老朽化や多様な二―ズの変

化により、現代の利用者の二―ズを満たせていない傾向にあります。

利用者のニーズを満たせる「みんなの居場所」を創出する観点から、既存施

設に求められるニーズを整理して、新設施設にない機能を充実させることが必

要であるため、プロジェクトの中で併せて既存施設の見直しを図ります。

|□|
■■■

■

壼
10

石

L^“_L▲
“
d

日
"~

■
_●甲r=

止 _|

~l
■ _´



′
―
ヽ

▲

0
(2)既存施設の概要

● スポーツセンター

"

,■  ―

絢 所在地 御船町大字木倉1176-1

設 置 建築 :平成 8年 4月

構 造 鉄筋コンクリート造 2階建

面 積 ;l[ : 9,600ri. ErF : 6,183111

駐車場 150台

機 能
アリーナ、温水プール、武道場、会議
室、事務室など

用 途
バスケットボール、′(レーポール、′(ドミ
ントン、ソフトテニス、卓球、水泳、空
手、柔道、剣道、体操 など
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既存施設の概要

● 町民グラウンド

所在地 御船町大字木倉1600

設 置 建築 :昭和45年10月

設 備 照明14基、倉庫 2棟、トイレ2棟

面 積 敷地 :14,926請、競技 :13,318ぽ

駐車場 200台

機 能 多目的グラウンド、倉庫、トイレ

用 途 野球、ソフトボ
ール、サッカー、陸上競

技、グラウンドゴルフ など
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既存施設の概要

● カルチャーセンター

所在地 御船町大字木倉1168

設 置 建築 :平成 4年 2月

構 造 鉄筋コンクリート造 2階

面 積 itt : 7,66sn1. E* : 3,2o2ni

駐車場 70台

機 能
ホール、図書館、会議室 (大会議室、
視聴覚室、児童室など)

用 途
イベント (音楽、発表)、 読書・学習
(蔵書数 :約 2万冊)、 研修会、
会議、習い事、など
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6 既存施設の二―ズ
関係団体への意見聴取を参考にした施設毎の二―ズは次のとおりです。

施設 八…ド ソフト

スポーツセンター

● 空調設備設置
● 照明 LED化
● 外壁修繕
● 駐車場の拡張
● エレベーター設置

● 施設を活用した総合型地域ス

ポーツクラブ (フネッピー)の活性
化と指導者育成

町民グラウンド

● グラウンド土の入替
● トイレ、ベンチ、倉庫の改修
● 照明LED化
● 駐車場の拡張

● 地元スポーツクラプの活性化と人

材育成

カルチャーセンター

● 外璧修縮・

● 舞台装置・エレベーター更新
● 空調設備更新
● 図書館拡充
● 照明LED化
● 駐車場の拡張

● 備品更新 (机、椅子)
● フリーW卜Fiの整備
● 自主文化事業の充実

14
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施設毎のニーズを踏まえた方向性は次のとおりです。

施設 方向性

スポーツセンター

子どもたちがスポーツを通じて、夢を描ける環境を整備するとともに、町民の体力向

上や健康増進の場として充実を図ります。

地域のスポーツを支える指導者の育成にも取り組みながら、天候に左右されない世

代を超えて親しまれる地域の拠点を目指します。

町民グラウンド

誰もが安全で快道に利用できる施設へと再生させるとともに、子どもたちがスポ…ツを

通じて夢を描ける環境を整備します。

地域の幅広い世代が集い、スポーツや健康づくりなど多目的に活用できる地域に開

かれた交流拠点を目指します。

利便性や機能性の向上を図り、賑わいの創出やスポ…ツ振興につなげていきます。

カルチャーセンター

維もが気軽に立ち寄ることができ、文化や芸術に触れて心が豊かになる場所にします」

特に、子どもたちが自らの夢を見つけ、生涯学習や世代間交流を通して自ら未来を切

り開く力を育むことができる最良の拠点を目指します。

いろいろなことに触れてやってみる楽しさを感じられる体験や人との出会いを通して学

べる環境を整え、持続可能なまちづくり (SDG s)にも寄与する地域に根差した機能

を充実させていきます。

15
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ll ワ…クショップ説明

1 目的・ゴール
町では、子どもが夢を描ける環境を整備するキッズドリーム運動公園プロジェ
クトを推進しています。
これまで、事前調査や基本方針策定、二―ズ調査 (アンケート、関係団体意
見聴取)を基に施設整備検討を行い、新規施設 (全天候型スポーツ施設、
屋内複合施設、公園。広場)の環境整備と、既存施設 (スポーツセンター、
町民グラウンド、カルチャーセンター)の見直しを行う計画を進めています。
今回、若い世代を始め幅広い意見を聴くワークショップを開催して、基本構
想策定の参考とします。
「プロジェクトに求めること。期待すること」をゴールに設定して、新規施設の環
境整備、既存施設の見直しに関する課題や期待される効果について、グループ
ワークを行い、「キツズドリーム運動公園プロジェクトを核にしたまちづくり」を全2
回のワークショップでまとめていきます。
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2 ワークショップの進め方

(1)自己紹介【2分】 ※名前、住んでいる地域など

(2)役割決め【3分】

① 進行 (ファシリテ導―):グル…プの話し合いを進めて意見整理を行う人
② 発表者 :グループの意見をまとめて発表を行う人

(3)ワークシヨツプのルール

① 進行に従いながら、意見を付箋紙に書いて、広用紙に貼つてください
② 意見は学生、子育て世代、高齢者など幅広い視点から考えてください
③ 他の人の意見を絶対に否定しないでください
④ 情報収集に、スマートフオンを使用することは可能です

17
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(3)ワークシヨツプの流れ

① ゴール設定【10分】
● プロジェクトに求めること。期待すること (班内意見交換)
② 新規施設の機能に求めること【30分】
● 必要な機能・サービス
● 解決される課題・期待される効果
③ 既存施設の利用しやすい環境改善に必要なこと【30分】
● 環境改善が必要なこと
● 解決される課題・期待される効果
まとめ【10分】

それでは、進行 (フアシリテーター)に従つて、ワークショップをはじめてください
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0 御船町キッズドリーム運動公園プロジェクト 第 2回ワークシヨツプ

資料

キッズドリーム運動公園プロジエクト

第 2回ワークシヨツプ

令和 7年 11月
御船町
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助: プロジェクト概要説明【15分】
1 プロジェクトの概要
2 民間提案制度の概要
3 募集概要
4 審査結果
5 採択した提案
6 今後の進め方
※ 質疑【5分】

ワークショップ説明【5分】
1 目的・ゴール
2 ワークショップの進め方
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1 プロジェクトの概要
町では、子どもたちが夢を描ける環境を整備するキッズドリーム運動公園プロジェク

ト (以下「プロジェクト」)を推進しています。

プロジェクトは、「スポーツ環境」「健康増進」「子育て支援」の3つを軸に「複合機

能」を加えることで「わくわくする御船町」を体現させ、「防災拠点」の機能を備えた複

合拠点の整備を目指しています。

これまでに、事前調査、基本方針策定、二̈ ズ調査を実施して、町が導入したい施

設 (全天候型スポーツ施設、屋内複合施設、公園。広場)の環境整備、既存施設

(スポーツセンター、町民グラウンド、カルチヤ…センター)の見直しを計画しています。

また、財政負担の軽減、質の高い住民サービスの提供を図る観点から、官民連携

による環境整備や運営の可能性を視野に民間提案の公募を実施しました。

●
日
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2 民間提案制度の概要
民間提案は、町が提案を受けたい行政課題や事業等をテーマに設定して、民間事

業者等からの自由な発想による創意工夫やノウハウ等を活かした提案を募集する制

度です。提案を審査して採択した場合、提案者との協議を重ねながら、官民連携に

よる事業化を目指します。
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キッズドリーム運動公園プロジェクトをテーマとして、導入施設機能 (全天候型ス
ポーツ施設、屋内複合施設、公園/広場)と目安となる規模 (大きさ)をもとに、官
民連携の可能性を視野に民間提案制度を活用しました。
具体的には、①町が事業実現したい施設整備 (スポーツ・運動ゾーン、文化。子
育てゾーン、遊び・交流ゾーン)と、②事業者の事業連携 (にぎわいゾーン)を併せた
提案、③既存施設 (スポーツセンター、町民グラウンド、カルチヤーセンタ…等)の見
直しについての提案を受け付けました。

●事業者からの提案

①町が事業実現したい施設整備 ②事業者の事業連携

スポーツ・運動ゾーン
(全天候型スポーツ施設)

文化・子育てゾーン

(屋内複合施設)
+ にぎわいゾーン

(複合機能)

遊び・交流ゾーン
(公園/広場)

③利用環境の向上

既存施設の見直し (スポーツセンタ…、町民グラウンド、カルチャーセンター等)

3
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3 募集概要
テーマ名称 御船町キッズドリーム運動公園プロジェクトについて

実現したい未来 PPP/PFlによるキッズドリーム運動公園プロジェクトの実現

目的

本町では、キッズドリ…ム運動公口を町の重要政策に掲げ、事前調査から基本方針
の策定、アンケート調査や関係団体ヒアリングを重ね、新たな施設整備と既存施設の見
直しを検討しています。
本プロジェクトにおける施設整備から運営、評価検証、改善までの総体的な官民連
携事業の可能性について民間事業者等から広く提案を募集します。

検討施設
① 全天候型スポーツ施設 (公園、広場併設)【新設】
② 屋内複合施設【新設】
③ 既存施設の見直し
① 都市計画区域内における本プロジェクトの有効的な候補地
② 各主な検討施設におけるPPP/PFi(※ )の可能性
③ 本プロジェクトに併せて展開したいノできる民間事業等
④ 官民連携で取り組んでみたい事業
⑤ ③、④で想定される創出できる効果
※PPP/PF::公共施設などの建設、維持管理、運営を行政と民間が連携することで民間の創意工夫を

活用して、財政資金の効率的使用や行政の効率化を図る手法

6

希望する提案
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3 審査結果
民間提案の公募を町ホームページで実施したところ、3者からの提案があり、庁内

の審査委員会で審査を行つた結果、3者を優良提案として採択しました。

※民間提案の審査は、プロポーザル方式とは異なり、提案毎の内容について採否を

判断するもので、1者を採択するものではありません。

採択した事業者

東京建物帥

ゆうしんグループ (JV)

船鮮ど市場

FOR
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4 採択した提案①
事業者名 東京建物m(東京都中央区)

提案名称

提案概要

施設整備 (全天候型スポーツ施設、屋内複合施設、公園/広場)の

連携手法を検討し、御船町民の利便性を考えながら、親和性、一体

感のある複合商業施設を併設させることで双方のエナジーを創出。有効

な候補地として、市街地に隣接する国道445号線沿いを選定します。

PPP/PFIを活用した施設整備や管理運営を検討し、複合商業施設は

事業者主体で整備と管理運営を実施。

8
FOR DISCuSSION ONLV

PPP/PFlを活用した複合商業施設併設型キッズドリーム運動公園プロ

ジェクト施設

事業手法
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検討施設におけるPPP/PFIの可能性

全天候型スポーツ施設
(公園/広場を併設)

屋内複合施設

複合商業施設

天候に左右されずに取り組めるスポーツ施設と
遊具を備えた公園/広場の整備を検討

○図書館や屋内遊具施設などの整備を検討

○物販、飲食、体験施設などを備えた商業施設を展開

施設 各新規施設の概要

FOR
9
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有効な候補地

東京建物いからの事業提案をもとに、交通アクセス、既存施設との利便性などの地
理的特性を踏まえて、候補地は市街地に隣接する国道445号線沿いを選定します。
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4 採択した提案②

事業者名
ゆうしんグループ (JV※)(熊本市)
※帥Logro(熊本市)、 輸肥後市場フーズ (熊本市)

提案名称
御船に根差すグループ企業と九州最大級のスポーツクラブが提案する産

学官連携による新しいカタチ

提案概要

PPP/PF:による運営の検討、スポーツ教室など送迎事業の展開

施設整備 (全天候型スポーツ施設、屋内複合施設)に応じたア…バン

スポーツコートや体操場、遊具施設、飲食などのテナント運営をはじめ、

独自の送迎ノウハウを活用したスポーツ教室などの展開

事業手法

■
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全天候型スポーツ施設

公園/広場

体操、ダンス、ア…バンスポーツなどのテナント運営
スポーツ教室と送迎事業

○屋内遊具施設やカフェ、レストランなどのテナント運

営

遊具施設、カフェの運営
スポーツ、運動、健康イベント
子ども向けイベント

官民連携で展開したい事業

官民連携で展開したい事業

施設

屋内複合施設

イ
ー

ヽ
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4 採択した提案③
事業者名 帥鮮ど市場 (熊本市)

提案名称 御船町民グラウンドの利活用

提案概要

町民グラウンドを硬式野球対応の練習場として改修 (※ 1)し、地域

の子どもたちや社会人チーム (※ 2)が利用可能な施設とすることで、

スポーツ振興、地域交流、青少年の健全育成を図ると共に、町外から

の人の流れを生み出す。

※ 1 防球ネット、ブルペン、パツクネット裏諸室、内野黒土、外野天然芝など

※2 熊本ゴ…ルデンラ…クスの本拠地球場

事業手法
PF:(RO方式)を活用して、事業者による施設改修、運営・維持管理

を実施。

■
,OR 01SCuSS10N ONLY



▲

0
6 今後の進め方
9月 24日、東京建物帥、ゆうしんグループ、株式会社鮮ど市場の3者と官民
連携基本協定を締結しました。
本協定は、プロジェクトの事業化に向けて、3者と詳細な協議をスタートすることが
目的となります。
今後、新規施設の整備、既存施設の見直しについて、民間活力による官民連携
を前提とした協議を進めていきます。
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ll ワ…クショップ説明

1 目的・ゴール
町では、子どもが夢を描ける環境を整備するキッズドリーム運動公園プロジエ

クトを推進しています。
これまで、事前調査や基本方針策定、二…ズ調査 (アンケート、関係団体意
見聴取)を基に施設整備検討を行い、新規施設 (全天候型スポーツ施設、
屋内複合施設、公園・広場)の環境整備と、既存施設 (スポーツセンター、
町民グラウンド、カルチヤーセンター)の見直しを行う計画を進めています。
また、事業者と連携した賑わい創出 (複合商業施設)を併せたキッズドリー

ム運動公園プロジェクトについて、官民連携で協議を進めていきます。

今回は、複合商業施設に求めることについて、グループワークを行つていた

だき、前回の内容も振り返りながら、「キッズドリーム運動公園プロジェクト

を核にしたまちづくり」をワークショップでまとめていきます。

15
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2 ワークショップの進め方

(1)自己紹介【2分】 ※名前、住んでいる地域など

)役割決め【3分】

進行 (カシリテーター):グループの話し合いを進めて意見整理を行う人

発表者 :グループの意見をまとめて発表を行う人

(3)ワークショップのルール

① 進行に従いながら、意見を付箋紙に書いて、広用紙に貼つてください
② 意見は学生、子育て世代、高齢者など幅広い視点から考えてください
他の人の意見を絶対に否定しないでください

情報収集に、スマートフォンを使用することは可能です

２

①

②

1:D
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(3)ワークショップの流れ
複合商業施設に求めること【30分】

● あったらいいな
※ 複合商業施設の中に、プロジェクト全体 (スポーツ、健康増進、子育て支援、
防災)として、あったらいいなと思うことを考えてください。
(例 :ウォーキングコース、大型モニターでスポーツ観戦、恐竜のオブジェ、職業体験)
● 解決される課題・期待される効果

それでは、進:行 (フアシリテーター)に従って、ワークショップをはじめてください

“
■ ●
口″

OR OiSCuSS10iN ONしヽ

② プロジェクト全体のまとめ【20分】
※ 1回目のゴール設定 (プロジェクトに求めること。期待すること)に対して、新規
施設、既存施設、複合商業施設に求める意見で、各世代のためにプロジェクトで必
要な機能を再整理して、最終的なゴール (プロジェクトに求めること。期待すること)
をまとめていただきます。


